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下
庄
小
学
校
は
総
工
費
四
千
四

百
三
十
万
円
を
も
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
、
総
坪
数
七
百
七
十
五
坪
で
採

光
、
通
風
、
耐
寒
、
耐
震
、
衛
生
設
備
と

も
に
近
代
建
築
の
粋
を
集
め
そ
の
完
成
を

急
い
で
い
た
が
、
さ
る
四
月
全
工
程
が
成
り
霊

峰
荒
島
、
飯
降
を
前
に
、
ま
た
も
白
亜
の
殿
堂

が
一
つ
ふ
え
た
。
な
お
こ
の
第
一
期
工
事
は
昨

年
十
一
月
に
完
成
、
第
二
期
工
事
は
昨
年
九
月

に
着
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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測
の
学
園上完成した校舎の前景

左校舎内の一景

下
庄

　

小
学
校

全
工
事
を
完
成

税
金
も
楽
し

げ
座
童
顔
に

　

さ
る
日
、
陽
光
に
輝
く
新
校
舎

を
訪
れ
た
時
は
、
ち
よ
う
ど
明
る

い
教
室
に
満
㈲
喜
々
と
し
た
童
顔

が
並
び
一
心
に
授
業
に
励
ん
で
い

た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
あ
す
の

市
民
の
幸
せ
を
象
徴
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
市
政
実
現
い
ら
い
新
改

築
さ
れ
た
学
校
を
拾
い
あ
げ
て
み

る
と
①
有
終
中
学
校
特
別
教
汽
②
有
終

酉
小
学
校
特
別
教
室
③
有
終
南
小

学
校
1
通
教
策
④
小
山
小
学
校
⑤

嵐
分
校
④
六
呂
師
分
校
⑦
上
庄
小

学
校
講
堂
③
蕨
生
小
学
校
な
ど
で

こ
の
増
改
築
費
に
一
億
余
円
か
費

さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
戦
後
は
義
務
教
育
の
年
限

が
三
年
間
も
延
び
こ
れ
に
必
要
な

校
舎
の
建
設
を
財
源
力
の
乏
し
い

市
町
村
に
お
し
つ
け
ら
れ
た
こ
と

が
原
因
と
も
な
っ
て
、
全
国
の
市

町
村
の
大
半
は
赤
字
財
政
に
閉
じ

こ
め
ら
れ
て
お
り
大
野
市
も
そ
の

例
に
も
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

昨
年
度
に
引
続
き
本
年
度
も
教
育

施
設
の
充
実
を
市
政
目
標
の
第
一

に
あ
げ
、
あ
す
へ
の
資
本
の
蓄
積

と
し
て
そ
の
万
全
を
期
し
て
い
る

市
長
、
上
京
の
み
や
げ
話

有
終
西
小

改
築
に
明
か
ろ
い
見
通
し

　

斎
藤
市
長
は
越
美
北
線
、
有
終

酉
小
学
校
改
築
、
そ
の
他
建
設
事

業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

四
月
十
四
日
上
京
、
関
係
方
面
へ

陳
情
に
あ
た
り
十
九
日
帰
庁
、
市

長
窒
で
の
記
者
会
見
に
欠
の
と
お

り
語
っ
た
。

　

越
美
北
線
に
は

当
初
の
計
画
で
は

三
億
七
千
万
円
が

予
想
さ
れ
て
い
た
が
新
計
画
で
は

四
億
円
9
上
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
鉄
道
建
設
審
議
会
で

は
三
十
三
年
度
で
五
億
円
三
十
四

年
度
で
は
四
億
円
の
配
分
を
内
定

し
て
い
る
の
で
三
十
四
年
度
に
は

福
井
～
大
野
・
勝
原
間
四
十
五
キ

口
の
運
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

有
終
酉
小
学
校
の
改
築
に
つ
い

て
は
文
部
省
で
折
渉
の
結
果
見
通

し
は
明
る
く
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
三
ヵ
年
計
画
で
鉄
筋
ユ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
総
工
費
は

一
億
二
千
万
円
を
要
し
こ
の
第
一

期
分
は
五
百
坪
、
工
費
三
千
五
百

万
円
で
こ
の
う
ち
国
庫
補
助
金
九

百
万
円
、
起
債
額
一
千
八
百
万
円

を
予
定
し
さ
ら
に
八
百
万
円
の
自

己
資
金
を
見
込
み
早
急
に
着
工
し

た
い
。

　

な
お
建
設
関
係
で
は
国
鉄
駅
前

区
画
整
理
事
業
、
春
日
線
延
長

二
百
五
十
米
、
幅
員
八
米
の
新
設

と
三
番
通
り
、
七
間
、
六
間
の
間

六
間
通
り
の
三
番
～
五
番
間
の
舗

装
工
事
に
三
百
万
円
ず
つ
の
補
助

金
が
確
定
し
た

の
で
こ
の
着
工

も
間
近
だ
と
思

わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
聴
き
に
く
か
っ
た
N
H

K
放
送
に
つ
い
て
は
、
本
年
中
に

無
人
中
継
所
の
建
設
も
決
ま
り
明

か
る
い
気
持
で
・
フ
ジ
オ
を
聴
い
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

春季消防

総合訓練 実
戦
さ
な
が
ら
の
手
ぎ
わ

功
績
あ
。
た
叫
を
表
彰

四
月
八
日
は
恒
例
の

春
季
消
防
総
合
訓
練

が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
午
前
九
時
、
異
常
乾
燥

と
烈
風
下
に
春
日
町
某
機
業
場
か

ら
出
火
、
横
町
、
鋸
町
通
り
以
南

の
市
街
地
一
帯
が
延
焼
中
と
の
想

定
の
も
と
に
、
消
防
署
員
、
同
1
4

ら
四
百
四
十
九
名
と
消
防
自
動
車

十
一
台
、
手
引
ガ
ソ
リ
ン
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
な
ど
二
十
一
合
が
総

出
動
、
消
火
に
当
っ
た
が
烈
風
の

た
め
次
々
に
飛
火
し
て
火
勢
を
増

し
延
焼
地
域
は
拡
大
1
た
が
、
指

揮
者
は
全
消
防
機
構
を
巧
み
に
総

合
統
す
い
1
て
消
防
員
や
機
械
器

輿
の
威
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
同

九
時
三
十
分
よ
り
や
z
ヽ
鎮
火
と
い

弓
現
実
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行
わ

れ
た
（
赤
根
川
べ
り
の
放
水
訓
練
）

　

そ
の
後
分
列
式
、
放
水
訓
練
、

人
員
、
器
共
点
検
が
行
わ
れ
、
と

く
に
消
防
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体

や
個
人
の
表
彰
、
市
長
、
市
議
会

議
長
、
警
察
署
長
ら
が
団
員
を
激

励
し
消
防
署
長
の
講
評
の
後
解
散

　

（
表
彰
者
名
は
二
面
に
登
載
）

風
見
鶏

春
か
ら
初

夏
に
か
け

て
哩
陪
時

の
季
節
で
あ
る
。
大
安
の
日
に
は

折
々
街
な
か
で
お
嫁
さ
ん
の
あ
い

さ
つ
回
り
に
で
く
わ
す
こ
と
が
あ

る
。
新
し
い
社
会
の
一
単
位
が
そ

の
”
日
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
か
ら
ま

こ
と
に
意
義
あ
る
日
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
▼
結
婚
と
切
っ
て
も
切

れ
な
い
の
は
酒
で
あ
る
が
、
″
飲

む
″
こ
と
自
体
は
決
し
て
悪
く
な

い
し
、
現
在
の
日
本
（
特
に
政
治

面
で
）
急
に
酒
を
や
め
さ
す
と
、

日
本
の
す
べ
て
の
回
転
が
ス
ト
ッ

プ
す
る
よ
″
’
な
心
配
に
お
そ
わ
れ

る
▼
そ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の

は
そ
の
飲
み
方
で
あ
る
。
外
人
は

食
事
の
前
に
食
欲
を
進
め
る
た
め

に
飲
む
。
だ
か
ら
目
的
は
「
も
の

を
食
べ
る
こ
と
」
に
あ
る
。
日
本

人
も
食
事
の
前
に
の
む
。
こ
こ
玄

で
は
よ
く
に
て
い
る
が
あ
と
は
天

地
の
差
が
あ
る
▼
外
人
は
酒
を

軽
く
き
り
あ
げ
て
サ
ッ
と
食
事
を

始
め
る
が
、
日
本
人
は
ド
ッ
カ
と

腰
を
す
え
て
た
ら
腹
き
こ
し
め
す

こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
食
欲

は
み
ご
と
に
け
し
と
ん
で
ほ
と
ん

ど
の
人
が
飯
を
食
え
な
く
た
る
。

だ
か
ら
日
本
人
の
酒
の
飲
み
方
は

「
も
の
を
食
べ
ら
れ
た
く
す
る
こ

と
」
に
あ
る
ら
し
い
▼
酒
は
百

薬
の
長
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
こ
う
な
る
と
栄
養
は
片
よ
る

し
肝
臓
は
悪
く
な
る
し
、
さ
ん
ざ

ん
な
こ
と
に
な
る
。
楽
し
く
飲
む

こ
と
と
前
後
不
覚
に
な
る
こ
と
は

ど
う
や
ら
i
l
I
i
j
＾
＾
＾
l
£
＾
し
ま
い
。



永
久
橋
に
生
ま
れ
か
ね
ろ

　
　
　
　

赤
根
川
上
流
の
上
荒
井
橋

　

市
道
上
荒
井
線
の
赤
根
川
上
流
に

架
か
る
上
荒
井
橋
は
、
木
造
で
老
朽

が
甚
だ
1
か
っ
た
の
で
昨
年
十
二
月

総
工
費
八
十
万
円
で
架
替
に
着
工
、

こ
の
ほ
ど
長
さ
十
六
米
、
有
効
幅
員

三
米
六
十
糎
の
鉄
筋
ユ
ン
ク
リ
ー
ト

の
永
久
橋
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
っ
だ

　

上
荒
井
橋
は
清
滝
、
鍬
掛
、
深
井

上
荒
井
、
下
舌
間
の
環
状
道
路
に
架

か
る
も
の
で
あ
り
こ
れ
で
こ
の
方
面

の
交
通
は
さ
ら
に
便
利
に
な
る
わ
け

　

市
内
の
各
地
域
を
結
ぶ
市
道
の
延

長
は
ざ
っ
と
八
十
里
に
お
よ
ん
で
お

り
、
ま
た
河
川
の
数
も
多
い
の
で
こ

れ
に
と
も
な
う
橋
梁
の
維
持
管
理
は

と
ぼ
し
い
市
財
源
に
は
頭
痛
の
た
ね

で
あ
る
が
交
通
網
の
充
実
は
諸
産
業

の
発
展
と
文
化
の
向
上
の
も
と
い
と

も
な
り
、
さ
ら
に
地
域
間
の
へ
だ
た

り
を
縮
め
て
地
域
的
な
感
情
を
な
く

す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
昨
年
度

で
は
市
政
三
重
点
施
策
の
一
つ
に
、

本
年
度
で
は
四
重
点
施
策
の
一
つ
に

加
え
道
路
、
橋
り
よ
う
の
新
設
改
修

に
力
を
注
ぎ
交
通
の
K
ピ
ー
ド
化
を

図
っ
て
い
る
の
で
「
悪
い
市
道
」
の

汚
名
返
上
も
さ
ほ
ど
遠
い
こ
と
で
は

な
い
。

（新しくぉ目見えした上荒井橋）

三
千
五
百
万

円
が
灰
に

昨
年
中
に
市
内
で
起
き

た
火
災
は
二
十
四
件
で

こ
の
原
因
の
う
ち
最
も

多
い
の
が
取
灰
の
不
始

末
（
六
件
）
つ
ぎ
が
こ

た
っ
の
不
始
末
（
四
件
）

こ
ん
ろ
の
飛
火
（
二
件
）

乾
燥
場
煙
道
の
過
熱
（

二
件
）
そ
の
他
（
七
件
）

と
な
っ
て
い
る
。

昭和31年市内火災統計

火災発生件数 24件

焼失建物坪数 1，185・5坪

損害見積額 ろ4，956，500・00円

死傷者（含畜） 軽傷2牛馬焼死5

1日平均損害額 95，771・2ろ円

市民1人当損害額 791・17円

火災1件発生間隔 15－2日

火災1件平均損害額 1，456，520－8ろ円

＜］換算すると［＞焼失建物坪数1，185・5

坪、15坪の住宅が79戸

損害額ろ4，956，5〔〕O円、70万円のジープが50

合灰となった

月時刻別では

（月）12ろ456789101112

（件）ろ22212ろ12ろろ

　j時間

別

ぐ
12ろ456789101112

午前22222

午後2ろ11ろ121

（昭和ろ1年1月1日～昭和ろ1年12月ろ1日まで）

団
長
に
飼
田
了
君

　

市
連
合
青
年
団
役
員
決
る

四
月
五
日
大
野
市
役
所
下
庄
出
張
所

に
お
い
て
市
連
合
青
年
団
の
単
位
団

長
会
が
開
か
れ
次
の
と
お
り
新
役
員

が
決
ま
っ
た
。

▽
団
長
飼
田
了
▽
副
団
長
柵
専

海
、
同
大
谷
忠
、
同
石
塚
洋
子
、
同

帰
山
公
子
▽
事
務
局
長
坪
内
繁
男

▽
文
化
部
長
松
浦
敬
一
▽
社
会
部

長
中
村
甚
右
衛
門
▽
産
業
部
長

伊
藤
健
一
▽
体
育
部
長
堂
下
一
郎

▽
生
活
部
長
坂
本
治
士
▽
情
宣
部

長
田
中
必
勇
▽
顧
問
吉
田
隆
太

郎

中
小
商
店
に
福
音

店
舗
改
装
資
金
の
貸
付
け

　

市
で
は
本
年
度
中
小
商
業
者
に
対

し
て
一
千
万
円
の
融
資
預
託
金
の
ほ

か
に
二
百
万
円
で
店
舗
改
装
資
金
の

貸
付
制
度
を
設
け
、
発
達
し
た
活
況

の
あ
る
商
工
業
の
街
と
な
る
よ
う
つ

と
め
て
い
る
。
こ
の
貸
付
は
大
野
信

用
金
庫
に
預
託
し
、
次
の
要
領
で
行

わ
れ
る
が
申
込
は
早
1
に
市
商
工
課

ま
で
。
く
わ
し
い
こ
と
は
同
課
で
問

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

△
市
内
で
店
舗
診
断
を
受
け
た
店

△
二
人
の
連
帯
保
証
人
が
必
要

］
貸
付
金
は
一
店
舗
十
万
円
以
内
、

無
利
子
貸
付

△
償
還
は
貸
付
年
度
の
十
月
ま
で
据

置
き
以
後
は
五
ヵ
月
の
均
等
月
賦
償

還
と
し
、
払
込
は
毎
月
二
十
五
日
ま

で
と
す
る

△
遅
延
の
場
合
は
遅
延
利
子
を
日
歩

四
麦
と
す
る

　

な
お
こ
の
貸
付
は
市
の
商
店
街
振

興
政
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
貳

の
で
昨
年
度
は
中
小
企
業
融
資
預
託

制
度
を
設
け
一
千
万
円
を
振
当
て
た

納
税
で
橋
も
道
路
も
学
校
も

汗
で
働
き
笑
顔
で
納
税

日赤事業推進に御協力を

　

五月は社員増強運動月間

世
界
の
平
和
と
人
類

の
福
祉
に
寄
与
す
る

日
木
赤
十
字
社
が
で

き
て
か
ら
八
十
周
年

に
な
り
ま
す
。
五
月

一
ぱ
い
社
員
増
強
運

動
月
間
で
す
か
ら
御

力
く
だ
さ
い
。

一
、
1
通
社
員
（
毎

　

年
三
百
円
以
下
ま

　

た
は
一
時
に
千
円

　

以
上
三
千
円
以
下

　

納
入
の
者
）

二
、
特
別
社
員
第
二

　

種
（
十
年
以
内
に
三
千
円
以
上
一

　

万
円
以
下
納
入
の
者
）

三
、
特
別
社
員
第
一
種
（
十
年
以
内

　

に
一
万
円
以
上
五
万
円
以
下
納
入

　

の
者
）

四
、
有
功
社
員
第
二
種
（
十
年
以
内

　

に
五
万
円
以
上
十
万
円
以
下
納
入

　

の
者
）

五
、
有
功
社
員
第
一
種
（
十
年
以
内

　

に
十
万
円
以
上
納
入
の
者
）

外
に
法
人
組
織
の
会
社
な
ど
に
つ
い

て
は
法
人
社
員
が
あ
り
ま
す
。
な
お

社
員
に
加
入
さ
れ
な
い
者
に
は
賛
助

員
と
し
て
百
円
以
下
を
寄
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

◇
大
野
市
防
火
協
力
会
長
表
彰

上
中
野
目
警
団
、
不
動
堂
自
警
団
、

松
田
機
業
K
K
自
衛
隊

◇
大
野
市
消
防
団
長
感
謝
状

元
第
一
分
団
長
宮
田
準

◇
大
野
消
防
協
会
長
表
彰

副
団
長
土
屋
栄
、
第
一
分
団
部
長

高
岡
重
雄
、
第
二
分
団
班
長
池
田

庄
太
郎
、
第
三
分
団
班
長
北
川
清

第
四
分
団
佐
々
木
正
、
第
五
分
団

班
長
十
字
勉
、
第
六
分
団
松
藤

松
太
郎
、
第
七
分
団
山
口
三
男
、

第
八
分
団
班
長
中
山
一
栄

　

な
お
大
野
市
消
防
署
長
は
神
谷
正

　

夫
署
員
に
、
望
楼
勤
務
中
火
災
の

　

早
期
発
見
と
そ
の
精
勤
を
た
た
え

　

精
勤
賞
を
贈
っ
た
。

脳

－1；．・

面

明
か
る
い
台
所
は
い
つ
？

考
え
た
い
イ
ロ
リ
の
是
非

日
常
生
活
の
中

に
文
化
を
取
り

い
れ
て
明
か
る

い
生
活
環
境
を

作
る
た
め
に
新

生
活
運
動
が
呼

び
か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
運
動
の
一
つ
に
イ
ロ

リ
の
廃
止
、
ヵ
て

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

農
家
住
宅
は
あ
ち
こ
ち
で
新
改
築

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ぜ
ん
だ
だ
広
い

台
所
に
は
イ
ロ
リ
が
目
に
つ
く
。

　

あ
る
新
築
家
屋
タ
尋
ね
る
と
若
い

青
年
が
「
イ
ロ
ジ
を
廃
止
し
て
カ
マ

ド
や
ス
ト
ー
ブ
に
替
え
た
い
が
、
年

寄
は
火
が
見
え
な
い
と
淋
し
い
と
反

対
す
る
の
で
や
っ
ぱ
り
イ
ロ
ジ
に
し

ま
し
た
」
と
い
う
。

　

イ
ロ
ジ
は
ぱ
い
煙
と
た
ち
ぽ
こ
り

が
ひ
ど
く
、
家
は
よ
ご
れ
衛
生
的
に

も
良
く
な
い
点
が
多
い
し
、
燃
料
も

不
経
済
で
あ
る
。
生
活
改
良
1
及
技

術
員
が
足
を
棒
に
し
て
こ
れ
ら
の
改

良
を
説
い
て
歩
い
て
も
、
玄
だ
近
い

将
来
に
は
美
し
い
台
所
が
お
目
見
得

し
て
環
境
衛
生
に
恵
ま
れ
た
し
か
も

燃
料
が
節
約
に
な
る
明
か
る
い
生
活

が
実
現
し
そ
う
に
も
な
い
。



中旬は晴れる

下旬につゆの走り？
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〔
概
況
〕

中
旬
に
晴
れ
の

日
が
多
い
見
込

み
。
そ
の
他
は

変
ま
わ
り
や
す
い

天
候
で
特
に
下

旬
に
は
曇
天
が

続
き
走
り
づ
ゆ

が
現
わ
れ
る
。

気
温
は
上
旬
末

か
ら
中
旬
に
か

け
て
低
い
期
間

が
予
想
さ
れ
、
山
沿
地
方
で
は
晩
霜

の
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
降
水
量
は

や
や
多
め
。

〔
天
気
〕

　

◇
上
旬
大
陸
高
気
圧
は
弱
く
北

偏
し
て
北
日
本
に
張
り
だ
す
た
め
本

邦
南
岸
に
は
前
線
が
発
生
し
や
す
く

天
気
は
崩
れ
や
す
い
。
各
地
と
も
雲

の
多
い
天
候
が
予
想
さ
れ
る
が
旬
宋

に
は
高
気
圧
が
西
日
本
に
張
り
出
す

た
め
天
気
は
回
復
に
向
う
。

　

◇
中
旬
大
陸
高
気
圧
は
発
達
し

て
西
日
本
に
張
り
ど
し
、
こ
れ
よ
り

分
離
す
る
移
動
性
高
気
圧
は
本
邦
を

通
過
す
る
。
低
気
圧
は
北
海
道
東
方

洋
上
で
発
達
す
る
も
の
が
現
わ
れ
る

見
込
み
。
天
気
は
概
し
て
晴
れ
の
日

が
多
く
気
圧
の
谷
の
通
過
に
よ
り
一

時
雲
を
増
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
回
復

は
早
い
。

　

◇
下
旬
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
高
気

圧
が
現
わ
れ
る
た
め
、
本
邦
は
前
線

帯
と
な
り
や
す
く
、
南
岸
沖
に
は
弱

い
低
気
圧
が
東
進
す
る
天
気
は
概
し

て
雲
が
多
く
梅
雨
の
走
り
が
現
ま
わ
れ

る
。

〔
平
均
気
温
〕

　

◇
上
旬
始
め
は
高
い
が
下
降
傾

向
と
な
り
旬
末
か
ら
中
旬
に
か
け
て

は
晩
霜
の
み
る
地
方
が
あ
る
見
込
み

　

◇
中
旬
並
か
や
や
低
め

　

◇
下
旬
や
や
低
め

〔
降
水
量
〕

　

◇
上
旬
や
や
多
め
◇
中
旬
少
な
め

　

へ
〉
下
旬
平
缶
ふ

市
の
建
設
譜
を
明
か
ろ
く

　
　
　

防
犯
連
絡
協
議
会
生
ま
れ
る

　

市
民
待
望
の
越
美
北
線
、
電
源
開

発
工
事
も
い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
特
に

電
源
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
明
年

七
月
に
発
電
開
始
と
い
う
超
突
貫
工

事
で
も
あ
る
の
で
、
多
数
の
人
と
機

械
器
具
が
集
ま
る
こ
と
は
予
想
で
き

こ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
の
犯
罪
や
事

故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
明
か
る

い
工
事
場
と
し
て
楽
し
く
大
野
市
の

建
設
が
進
む
よ
う
に
す
る
た
め
四
月

十
日
大
野
警
察
署
に
関
係
者
が
集
ま

り
鉄
道
建
設
電
源
開
発
防
犯
連
絡
協

議
会
が
で
き
、
全
市
民
に
も
協
力
を

望
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
こ
の
会
は
市
防
犯
隊
長
の
ほ

か
各
組
作
業
所
長
や
警
察
署
長
ら
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
ご
と
が
な
く

ぉ
困
り
の
方
に

　

職
業
が
な
く
て
お
困
り
の
方
は
早

急
に
大
野
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は

市
役
所
の
民
生
課
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

八
時
間
労
働
で
一
日
瓦
ま
均
二
百
三

十
円
程
度
。
こ
れ
は
い
玄
市
と
大
野

土
木
出
張
所
と
で
行
っ
て
い
る
失
業

対
策
事
業
で
す
。

日
露
戦
役

　
　

勇
士
会
が
誕
生

　

四
月
二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
寺

町
瑞
祥
寺
で
、
日
露
戦
争
に
活
躍
さ

れ
た
二
十
五
名
が
寄
合
っ
て
日
露
戦

役
勇
士
会
の
発
会
式
が
行
わ
れ
た
。

会
長
に
は
七
間
の
岩
田
弥
作
さ
ん
が

選
ば
れ
、
今
後
の
事
業
と
し
て
同
戦

争
で
戦
死
さ
れ
た
方
々
の
追
悼
法
要

を
年
々
行
い
、
ま
た
生
存
者
が
語
り

合
う
こ
と
を
申
合
わ
せ
た
。

　

こ
の
戦
争
に
参
加
さ
れ
た
勇
士
。

ま
た
は
戦
死
者
の
法
名
を
関
係
者
は

七
間
岩
田
弥
作
さ
ん
あ
て
に
知
ら
せ

て
欲
し
い
と
の
こ
と
。

農事ノモ

（
苗
代
の
管
理
）

ア
オ
ミ
ド
ロ
や
ユ

エ
カ
ワ
が
発
生
す

る
と
思
わ
れ
た
ら

早
め
に
銅
水
銀
剤

こ
一
匁
を
水
一
斗

に
溶
か
し
た
液
を

坪
当
り
三
合
、
落
水
し
て
散
布
し
三

四
時
間
あ
と
に
静
か
に
か
ん
水
す
る

一
般
に
深
水
に
し
が
ち
で
あ
る
か
ら

凰
間
は
努
め
て
浅
水
に
す
る
よ
う
心

が
け
る
。
排
水
は
午
前
七
時
ご
ろ
。

か
ん
水
は
午
後
二
時
ご
ろ
が
合
理
的

で
あ
る
。
苗
代
に
雑
草
が
は
え
る
と

直
接
間
接
に
害
を
与
え
る
が
、
焼
籾

を
苗
代
早
期
に
ま
く
と
そ
の
生
育
を

抑
え
て
効
果
が
あ
る
。
ヒ
エ
は
根
強

い
害
草
で
そ
の
根
絶
は
容
易
で
な
い

　

少
く
と
も
発
芽
後
二
週
間
目
と
、

苗
取
直
前
の
二
回
ぐ
ら
い
は
ぜ
ひ
ヒ

エ
抜
き
を
行
っ
て
欲
し
い
。
キ
リ
ウ

ジ
が
発
生
し
た
ら
完
全
に
排
水
し
、

田
面
の
乾
か
な
い
う
ち
に
B
1
1
C
一

上
二
″
’
、
粉
剤
一
坪
当
り
I
キ
ロ
グ

ラ
ム
を
床
面
だ
け
で
な
く
う
ね
の
内

側
へ
も
十
分
散
布
し
、
で
き
れ
ば
そ

の
ま
ま
一
肌
夜
放
置
す
る
。
霜
の
恐

れ
が
あ
れ
ば
四
～
五
時
間
で
水
を
入

れ
る
。

（
本
田
の
施
肥
）
湿
田
に
お
け
る
石

灰
窒
素
の
使
い
方
、
尿
素
を
元
肥
に

施
す
場
合
、
苑
酸
石
灰
な
ど
施
肥
法

に
は
改
善
の
余
地
が
多
い
か
ら
1
及

員
な
ど
の
意
見
を
聞
い
て
合
理
的
に

や
っ
て
ほ
し
い
。

（
果
菜
の
定
植
）
果
菜
類
の
定
植
は

地
温
が
摂
氏
一
四
度
を
く
だ
ら
ぬ
よ

う
に
な
っ
て
植
付
け
る
。
な
お
晩
霜

に
対
し
て
は
十
分
警
戒
を
要
す
る
。

そ
し
て
比
較
的
低
温
に
強
い
カ
ボ
チ

ャ
か
ら
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
の
順
に

植
付
け
し
、
高
温
を
必
要
と
す
る
ナ

ス
は
中
旬
頃
が
安
全
で
あ
る
。
定
植

の
日
は
暖
か
く
曇
天
無
風
の
日
が
よ

く
、
風
や
冷
雨
の
日
は
禁
物
で
あ
る

定
植
時
は
苗
床
に
十
分
か
ん
水
し
て

大
き
な
根
鉢
を
つ
け
て
極
力
植
え
い

た
み
を
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

（
農
耕
牛
馬
の
手
入
れ
）
四
月
か
ら

五
月
に
か
け
て
荒
起
し
や
し
ろ
か
き

な
ど
に
使
役
さ
れ
る
の
で
、
四
肢
載

非
常
に
荒
れ
て
く
る
。
農
耕
を
終
え

た
あ
と
に
は
丁
寧
に
湯
洗
い
す
る
か

水
洗
い
を
し
て
や
る
。

（
餌
の
増
加
）
農
耕
に
毎
日
使
用
す

る
と
過
労
に
な
り
易
い
の
で
努
め
て

濃
厚
飼
料
（
豆
類
、
麦
類
）
を
与
受

て
疲
労
を
少
く
す
る
よ
う
に
す
る
。

完
納
が
街
の
文
化
の

　
　
　
　
　

・
（
ロ
メ
ー
タ
ー

布
一
一
凶
r
政
一
μ
き
⑩

商
魂
み
1
ぎ
り
一
段
の
繁
栄

　
　
　

そ
の
名
も
明
る
い
「
え
び
す
繁
柴
会
」

　

市
制
い
ら
い
満
三
年
の
暦
は
繰
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
市
の
商
店
街

は
今
全
く
そ
の
装
い
を
変
只
、
明
か

る
い
町
、
は
い
り
よ
い
店
、
次
々
に

延
び
る
舗
道
を
見
て
も
新
し
い
街
造

り
と
進
展
の
息
吹
が
た
ぎ
っ
て
い
る

　

六
十
数
億
円
を
要
し
打
波
、
富
田

壁
倉
の
三
電
源
開
発
の
着
工
と
、
越

美
北
線
の
開
通
を
目
前
に
控
え
て
街

々
に
は
繁
栄
会
が
で
き
、
商
魂
た
く

ま
し
く
一
段
の
活
況
を
呈
し
て
い
る

　

こ
こ
大
野
銀
座
を
南
へ
、
七
聞
と

六
間
通
り
に
至
る
目
抜
き
通
り
で
は

昨
年
十
一
月
に
十
八
名
の
会
員
が
あ

い
寄
り
「
え
び
す
繁
栄
会
」
と
銘
打

っ
た
商
店
会
を
作
り
活
発
な
活
動
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
日
こ
の
会

の
K
さ
ん
を
尋
ね
る
と
、
会
の
活
動

目
標
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
豊
富
な
構

想
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

ま
ず
道
路
の
舗
装
。
街
路
燈
の
取

付
、
店
舗
の
改
装
、
商
店
の
誘
致
に

励
み
、
さ
ら
に
明
る
い
店
と
よ
い
舗

装
路
を
作
り
、
顧
客
に
気
持
よ
く
買

物
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

昨
年
十
二
月
に
は
県
の
補
助
を
受

け
て
街
路
燈
が
取
り
付
け
ら
れ
、
な

お
会
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
は
市
を
動

か
し
県
に
働
き
か
け
、
近
く
こ
の
街

の
舗
装
工
事
の
着
工
も
確
実
視
さ
れ

る
に
至
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
こ
れ
ら
商
店
街
の
育

成
発
達
を
図
る
た
め
年
々
商
店
街
診

断
を
行
い
、
店
舗
改
装
資
金
の
貸
付

中
小
企
業
融
資
預
託
金
の
制
度
、
中

央
公
園
の
建
設
な
ど
新
市
に
ふ
さ
わ

し
い
街
造
り
に
拍
車
を
か
け
て
い
る

（えびす繁栄会の夜景）
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市
の
観
光
に
一
き
わ

花
を
そ
え
る
萩
原
さ
ん

　

こ
の
ほ
ど
東
京
都
在
住
の
萩
原
貞

子
さ
ん
（
当
市
出
身
）
か
ら
、
美
し

い
大
野
市
を
作
る
た
め
に
と
八
重
桜

の
苗
木
百
木
（
現
在
花
付
）
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
商
工
課
で
は

さ
っ
そ
く
こ
の
御
好
意
に
そ
う
た
め

赤
根
川
べ
り
へ
植
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
贈
は
風
光
明
美
な
市
の
観

光
に
さ
ら
に
花
を
そ
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
郷
里
駝
離
れ
た
人
々

は
市
の
観
光
に
力
を
入
れ
て
く
だ
さ

る
の
に
、
市
内
に
は
最
近
亀
山
公
園

や
街
路
樹
の
根
付
け
た
若
木
を
折
る

心
な
き
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変

は
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
市
民
が
協

力
し
て
こ
の
よ
う
な
悪
い
行
い
を
注

意
し
あ
い
名
実
と
も
に
恥
じ
な
い
観

光
大
野
市
の
建
設
に
当
り
ま
し
よ
う

（生長を念じつつ桜木の植付）

ことしの保

険税の計算
⑦

E
子
こ
と
し
の
保
険
税
の
計
算

は
ど
う
な
り
ま
す
か

（
答
）
一
、
年
度
替
え
で
第
一
期
分

（
四
、
五
、
六
月
）
保
険
税
の
所
得

割
額
は
、
そ
の
計
算
の
基
礎
で
あ
る

こ
と
し
の
市
民
税
の
課
税
総
所
得
金

額
が
六
月
で
な
い
と
決
ま
ら
な
い
の

で
、
第
一
期
分
に
限
っ
て
昨
年
度
の

課
税
総
所
得
金
額
で
仮
算
定
し
、
第

二
期
分
以
後
（
七
月
以
後
）
で
修
正

賦
課
い
た
し
ま
す
。

二
、
資
産
割
額
は
こ
と
し
納
め
る
固

定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
に
か
か
る

部
分
の
額
に
あ
ん
分
計
算
し
ま
す
。

三
、
人
数
割
額
お
よ
び
世
帯
平
等
割

額
は
賦
課
期
日
の
現
在
数
で
お
の
お

の
あ
ん
分
計
算
し
ま
す
。

四
、
以
上
所
得
割
、
資
産
割
、
人
数

割
、
平
等
割
の
四
つ
を
合
計
し
た
も

の
が
一
年
間
に
か
け
る
保
険
税
で
あ

り
、
そ
れ
を
四
等
分
し
た
も
の
が
毎

期
に
か
け
る
保
険
税
と
な
る
わ
け
で

す
。

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

た
ば
こ
の
産
額
県
下
一

の
I
、
末
て
め
県
一
回
ム
月
し
納

゛
ヽ
積
フ
ニ
腰
に
匹
面
グ
゜
収
所

丿
付
。
い
ら
張
産
作
キ
多
か
出

の
仇
に
長
の
に
・
五
区
E
社

’
ぶ
る
八
地
月
公
犬
げ
万
庄
七
売

四
産
○
下
｀
専

一
皿
五
ヽ
付
ら

第
四
量
庄
植
か

県
三
収
丿
旬
ぺ
゜

本
約
眠
谷
下
十
る

は
の
″
阪
月
ヽ
あ

市
高
大
ヽ
詔
し
で

野
墜
り
田
種
燥
の

大
収
七
富
播
乾
る

泗掘削応lg］蔵

上
野
部
落
の
草
わ
け

松
田
太
郎
左
衛
門
の
こ
と

　
　

ど
こ
の
村
で
礼
草
わ
け
の
先
祖
が

　
　
　
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
正
確
な
記

録
が
な
い
の
で
い
っ
ご
ろ
誰
が
草
わ

　
　
　
け
し
た
か
わ
か
ら
な
い
の
が
1
通
で

・
あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
野
市
で
は
っ
き

り
草
わ
け
の
わ
か
っ
て
い

る
部
落
が
一
つ
あ
る
。
旧

富
田
村
の
上
野
部
落
が
そ

れ
で
、
そ
の
記
録
が
今
に

残
っ
て
い
る
。
記
録
は
大

要
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

　

今
か
ら
約
六
百
余
年
前

京
都
の
「
く
げ
」
で
藤
原
氏
系
統
正
二

位
大
納
言
松
木
宗
顕
の
三
男
に
大
木

丸
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。
四
粂
の
河

原
で
上
野
姫
と
い
ら
女
を
見
そ
め
恋

仲
と
な
っ
た
。
上
野
姫
は
宇
田
源
氏

・
の
庭
田
前
大
納
言
重
条
と
い
う
「
く

げ
」
の
娘
で
あ
る
。
た
び
た
び
の
い

ま
し
め
も
聞
入
れ
ず
想
愛
の
熱
情
は

日
と
と
も
に
深
く
な
り
二
人
は
遂
に

勘
当
さ
れ
た
。
そ
こ
で
二
人
は
地
位

も
名
誉
も
捨
て
家
出
し
て
諸
国
を
流

浪
し
、
越
前
に
入
り
あ
ち
こ
ち
さ
ま

よ
い
、
平
泉
寺
、
黒
谷
な
ど
に
参
拝

し
、
富
田
の
地
ま
で
や
っ
て
き
た
が

そ
の
と
き
持
っ
て
い
た
お
金
は
す
っ

か
り
使
っ
て
し
ま
い
、
も
は
や
が
死

す
る
ま
で
に
落
ち
ぶ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
二
人
は
原
野
を
ひ
ら
き
農

業
に
よ
っ
て
生
き
よ
う
と
決
心
し
、

さ
っ
そ
く
小
屋
掛
け
に
取
り
か
か
り

一
意
専
念
農
事
に
精
励
し
た
。
松
木

氏
の
松
と
庭
田
氏
の
田
を
取
り
姓
を

松
田
と
し
、
名
を
太
郎
左
衛
門
と
改

め
た
。
ま
た
上
野
姫
の
L
1
野
を
部
落

名
に
し
た
。

太
郎
左
衛
門
は
正
慶
元
年
八
月
（
今

よ
り
六
百
二
十
六
年
前
）
以
上
の
様

な
記
録
を
子
息
弥
七
郎
に
与
え
た
が

そ
れ
が
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
太
郎
左
衛
門
は
永
和
四
年
二
月

二
十
九
日
（
今
よ
り
五
百
八
十
年
前

）
九
十
二
歳
で
死
去
し
た
。
そ
の
後

松
田
家
は
大
い
に
栄
え
、
太
閤
検
地

や
大
阪
夏
の
陣
に
活
躍
1
た
ほ
か
多

く
の
功
績
を
残
し
て
い
る
。

（松田家につたわる古びた由来書）

声

読
み
た
い
市
報

が
届
か
な
い

私
の
所
へ
は
市
報

が
届
か
な
い
と
き

が
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
直
接
市
政
を
知
る
機

関
と
し
て
の
市
報
を
た
だ
ひ
と
っ
の

頼
り
に
し
て
い
る
。
伸
び
進
む
市
の

発
展
の
状
況
が
あ
り
あ
り
と
わ
か
り

明
る
い
市
民
の
動
き
や
農
事
メ
七
、

婦
人
メ
毛
な
ど
を
興
味
を
持
っ
て
読

ん
で
い
る
。

　

私
た
ち
市
民
は
市
政
を
知
る
権
利

が
あ
り
、
ま
た
市
当
局
も
市
民
に
市

政
を
知
ら
せ
る
義
務
が
あ
る
は
ず
だ

　

ほ
か
の
地
区
で
は
、
区
長
会
を
開

い
て
市
長
と
市
政
を
語
る
会
を
催
し

て
い
る
が
、
こ
れ
奄
誠
に
結
構
な
事

だ
が
、
も
う
す
こ
し
掘
り
さ
げ
て
直

接
市
民
の
生
き
た
声
を
聞
く
よ
う
な

機
会
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
市
報
を
早
く
完
全
に
配
る

よ
う
希
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
乾
側
T
生
）

峠
χ

巾 メ

£

墨とインキ

のしみぬき

ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
ー
フ
ウ
ス
に
イ
ン

キ
や
墨
が
つ
い
た
と
き
、
ご
は
ん

つ
ぶ
を
ね
り
付
け
て
水
の
中
で
も

み
ま
す
と
汚
れ
が
お
ち
ま
す
。

一
度
で
落
ち
な
い
時
は
二
、
三
度

繰
り
か
え
し
ま
す
と
き
れ
い
に
落

ち
ま
す
。

△
カ
ー
ボ
ン
紙
の
永
持
ち
法

複
写
や
仕
切
書
に
用
い
ら
れ
る
カ

ー
ボ
ン
紙
は
何
回
も
使
う
う
ち
に

イ
ン
キ
が
う
す
く
な
っ
て
き
れ
い

に
書
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

こ
れ
を
よ
わ
い
火
の
上
で
あ
ぶ
る

と
、
ろ
う
と
イ
y
キ
が
し
み
出
て

再
び
使
え
る
カ
ー
ボ
ン
紙
に
な
り

ま
す
。

△
ニ
ュ
ー
ム
な
べ
が
焦
げ
っ
い
た

と
き
に
は
卵
の
カ
ラ
を
こ
ま
か
く

砕
い
て
こ
す
る
と
よ
く
と
れ
ま
す

△
毛
糸
物
類
は
よ
く
洗
っ
て
か
ら

防
虫
剤
と
と
も
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

の
袋
に
入
れ
て
ロ
を
三
つ
折
り
に

し
て
縫
い
と
め
て
保
存
す
る
。

完
納
に
婦
人
も

　
　
　

後
押
す
た
す
き
が
け

滞
納
は
伸
び
る
市
政
の

　
　
　
　
　
　

芽
を
枯
ら
す
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